
１ 多様化・複雑化する子どもの悩みについて

子どもを取り巻く社会情勢の変化、社会全体の価値観や考え方の変化に伴い、子どもや保護者の問題は 
多様化、複雑化 

※HSC 「ひといちばい敏感な子」と訳されることもある。敏感でうるさい環境や集団が苦手といった気質 

●課題 
・複数の問題が重層的に絡み合い、児童生徒や保護者への対応が難しかったり、医療・福祉・教育機関・学
校等の連携が必要であったりするケースが増加 

 ・相談する力や社会的なつながりが乏しい、相談動機がない家庭等が支援からこぼれ落ちることがある 
 ・子どもの特性に合わせた学習保障のニーズ（フリースクール、夕方登校、別室登校等）が多様化している 

２ 豊田市の相談支援に関わる人材（子どもや保護者に寄り添う存在の配置）

（１）青少年相談センターの人材 
名称 役割 配置 成果

スクール 
カウンセラー 
【以下ＳＣと表記】 
（臨床心理士） 

・児童生徒へのカウン
セリング 
・教職員及び保護者に
対する助言や援助 

・令和３年度市雇用 SC５５人、
県雇用SC３６人計９１人配置 
（市雇用SC R1 ４人、R２ ５０人） 
・基本的に小学校週１日、中学校
週２日配置 

・学校での相談が増加 
・SC が学校状況を把握し
やすくなった 
・校内に心理の専門家がい
ることでの安心感の高
まり 

スクール 
ソーシャルワーカー 
【以下ＳＳＷｒと
表記】 
（社会福祉士） 

・福祉の視点から面接
相談や訪問相談 
・学校や関係機関との
連携 

・令和３年度はパルクとよたに
５名配置（R1 ４人） 
・２８中学校区を５人で担当 
・パルクとよたからの派遣型 

・校内委員会に参加でき
るようになり、学校支
援が大幅に増加 
・認知度が高まり、相談
が増加 

心の相談員 

・児童生徒の気軽な相
談相手 
・別室登校や教室に入
ることができない
児童生徒等の対応 

・令和３年度９０人配置
（７９校） 
（R1 ７５人、R2 ８７人）
・１校で１ ３人配置
・児童生徒数２００人以上の小・
中学校は最低１２時間 
・児童数が５００人以上の小学
校は最低１６時間

・相談室登校の児童生徒の
安心の高まり 
・身近に相談できる大人が
いる安心感の高まり 

パルクとよたの 
スーパーバイザー 
【以下ＳＶと表記】 

・市配置ＳＣへの巡回
訪問やケース相談 
・市配置ＳＣの力量向上
・パルク内専門職への
研修・支援 

・令和２年度より正規職員の主
幹・ＳＶとして１人配置 
・臨床心理士、公認心理師、学校
心理士スーパーバイザー資格
保持 
・特別支援学校教員、大学准教授
の経験あり

・心のケア「学校緊急支援
体制」の整備 
・巡回、相談による SC の
力量向上 
・学校に向けての緊急対応
情報の発信 

（２）保護者・学校等からの声 
  ・SCや心の相談員の勤務時間が増えたことで、リアルタイムでの相談がしやすくなった。 
・SC や SSWｒから心理や福祉の視点による助言が受けられありがたい。 

  ・SCや SSWｒに気軽に相談できるようになった。 
（３）相談・支援件数の推移 

（１）ＳＶによるパルク業務の充実 
①所内会議での助言 
②青少年相談員への指導・助言 
③学校で起きた緊急事案への介入・対応 

（２）ＳＶによるＳＣへの巡回訪問や指導の充実 
①市・県合わせたSC９１人全員への巡回訪問の実施 
②経験の浅い SCを中心にケース相談を行い、SCの不安を解消 
③SC向けのマニュアルの作成 

（３）市雇用 SC５５人への集合研修（１回）の新設 
（４）各学校に教育相談コーディネーターを新設したことによる校内支援体制の充実 

・問題の複雑化・多様化により、関係諸機関との連絡調整が必要な場合が増加しており、他機関との連携 
体制の強化が必要 
・人材の育成と優秀な人材の継続的な確保 
・市域が広く、ＳＳＷｒへの相談ニーズが高まっており、増員が急務 

SC SSWｒ 心の相談員
相談件数

学校派遣回数 
相談件数

小学校 中学校 児童生徒 保護者
R1 １０，５４１ ５，０２８ ７７７ ７，６７８ ３７６
R2 １３，４６４ ８，８０９ １，３６９ ９，０１２ ６５０

３ 令和３年度の相談支援体制の充実

４ 課題

資料２ スクールカウンセラー（SC）、スクールソーシャルワーカー（SSWｒ）スーパーバイザー（SV）による学校支援について

心身の悩み 
・リストカット・希死念慮 
・摂食障がい・嗅覚過敏 
・起立性調節障がい 
・HSC（ﾊｲｾﾝｼﾃｨﾌﾞﾁｬｲﾙﾄﾞ）※等 
家庭生活 
・昼夜逆転 
・ゲーム・インターネット依存 
等 
学校生活 
・不登校 ・いじめ 
・別室登校 等

子ども 
・発達障がい（軽度知的障がい、自閉スペクトラム
症、注意欠如多動症、読み書き障がい 等）の児童
生徒の増加 
・ネット社会による容易な情報の入手 
家庭環境 
・貧困・虐待・DV 
・しつけや養育力、教育力の問題 等 
社会 
・コロナウィルス感染症のまん延 
・スマートフォン、インターネットの普及 等 

子どもが抱える問題 背景

令和３年５月２６日
青少年相談センター


